継続費・債務負担行為等設定に基づく特約条項

（工事執行の指示）

第１条　発注者は、各会計年度毎に工事執行指定部分を定め、受注者に工事執行指示を行い、受注者はこれに基づき工事を施工するものとする。

（前払金の特例）

第２条　本工事の前払金の額は、本契約第３５条の２第１項の規定にかかわらず、各会計年度当該年度の工事執行指示額に本契約頭書の支払条件に記した割合を乗じて得た金額以内とする。

（部分払金の特例）

第３条　本工事の部分払金の額は、本契約第３８条の２第６項の規定にかかわらず、次の算式により算定する。

　　　　　　　　各年度の工事執行指示部分に　　

部分払金の額≦　係る本契約第３８条の２第１項　×　　　　－

　　　　　　　　に定める工事請負費相当額

２　各会計年度末における部分払金の額は、前項の算式中　　　 　とあるのを「１」

と読み替えて算定するものとする。

３　前２項の規定により部分払金の額を算定する場合において、当該年度において既に部分払をしているときは、前２項の規定により算定した額から当該部分払をした額を控除するものとする。

各年度の前払金額
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各年度の執行指示額
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